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農
業
施
設
の
受
益
者
負
担
軽
減
に
向
け
た
対
応

農
業
施
設
の
更
新
は
、
受
益
者
負
担
も
含
め
事
業
規
模
が

大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
国
、
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
よ
り

補
助
金
活
用
の
要
件
と
な
る
機
能
保
全
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
補
助
金
活
用
に
よ
り
一
定
の
受

益
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
負
担
額
や
支
援
策
に
つ

い
て
関
係
団
体
と
協
議
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
箇
所
へ
の
対
応

放
送
施
設
の
性
能
向
上
を
検
討
す
る
ほ
か
、
子
局
の
導
入

や
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
S
N
S
な
ど
情
報
伝
達
手
段
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

前
回
の
懇
談
会
で
申
し
入
れ
し
た
事
項
へ
の
回
答

揚水ポンプ

防災無線

町へ要望した内容は１件です。
『猟友会会員の減少により、個々の会員の負担が増大している状況を踏ま
え、個体あたりの報奨金の増額や出動に対する手当、猟銃の保持・訓練等に
必要な経費への支援など、鳥獣被害対策に従事する方々への金銭的支援の検
討を図られたい。』　

議会トピックス①

“まちの声”をきく!  議会懇談会開催!

要望内容
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町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
を
可
決

本
計
画
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、
町
民
参

加
に
よ
り
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
計
画
か
ら
新
た
に
地

域
の
幸
福
度
や
満
足
度
を
数
値
化
・
可
視
化
す
る
「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。「
未
来
を
編
む
。

幸
せ
ひ
ろ
が
る
日
本
の
田
舎
、
西
会
津
町
。」
を
町
の
将
来

像
と
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
な

ど
を
示
し
た
計
画
と
な
り
ま
し
た
。
町
議
会
で
は
、
９
月
議

会
で
の
中
間
報
告
を
経
て
、
12
月
議
会
全
員
協
議
会
で
７
人

の
議
員
か
ら
24
を
超
え
る
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
と

し
て
も
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
協
議
し
て
き
た
総
合
計
画

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
の
指
針
と
し
て
、
事
業
へ
の

反
映
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
西
会
津
に
想
い
を
馳
せ
て
！

町総合計画（第５次）

総合計画検討会議の様子

西会津町議会では、町民の声を町政に反映させることを目的に、「町民と議
会の懇談会」を開催しています。今年度より班ごとにテーマを設定し、対象
団体との懇談会を実施しました。

今回は、「猟友会」「宝川いきいきサロン」「若者移住者」の方を対象に３会
場で懇談会を行いました。それぞれの会場において地域の現状や課題をはじ
め、テーマに沿った具体的なご意見・ご要望が寄せられました。

特に複数の会場から「有害鳥獣対策」に関する声が多く寄せられました。
議会として内容を整理し、町に対して要望の申し入れを行いました。

今後も“まちの声”をききながら町政発展のために取り組みます。
詳しくは次ページへ。

議会トピックス②

“まちの声”をきく!  議会懇談会開催!
ココに注目！ 
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第
19
回 

町
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

町
議
会
で
は
、
町
民
と

議
会
と
の
懇
談
会
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

前
回
か
ら
引
き
続
き
、
班

ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、

対
象
と
な
る
方
や
団
体
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
西
会
津

町
猟
友
会
、
宝
川
い
き
い

き
サ
ロ
ン
、
若
者
移
住
者

の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
で
し

た
。い
ず
れ
の
会
場
も
様
々

な
意
見
が
出
る
有
意
義
な

会
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
各
会
場
で
出

さ
れ
た
質
問
や
意
見
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

～
西
会
津
町猟

友
会
～

本
町
を
は
じ
め
全
国
的

に
も
ク
マ
被
害
が
多
く
報

告
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
現
場
で
対
応
す
る
町
猟

友
会
の
皆
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

現
場
で
対
応
さ
れ
て
い

る
猟
友
会
の
現
状
は
。

猟
友
会
員
は
、
令
和
７

年
度
現
在
で
55
名
。
う
ち

銃
保
持
者
が
22
名
。
仕
事

の
都
合
な
ど
も
あ
り
実
働

で
き
る
人
数
も
限
ら
れ
ま

す
。
檻
の
設
置
な
ど
重
労

働
な
作
業
も
あ
り
、
人
手

が
足
り
な
い
場
合
は
、
他

の
分
会
と
も
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
場
で
の
安
全
性
を
高

め
る
取
り
組
み
は
。

檻
で
捕
獲
し
て
い
る
状

態
で
あ
っ
て
も
、
駆
除
す

る
ま
で
は
危
険
な
状
態
に

な
り
ま
す
。
檻
の
状
況
を

確
認
す
る
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
も
の
の
、
複
数

個
体
が
同
時
に
出
没
す
る

事
例
も
あ
り
、
映
像
に
は

死
角
も
あ
る
た
め
現
場
作

業
は
常
に
想
定
外
の
リ
ス

ク
を
伴
い
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
ク
マ
被
害
が
多

い
が
、
考
え
ら
れ
る
要

因
は
何
か
。

猛
暑
に
よ
っ
て
木
の
実

が
不
作
だ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
昔
前
は
、

春
熊
駆
除
が
行
わ
れ
、
個

体
数
の
調
整
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
動

物
保
護
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
の

ク
マ
は
車
や
人
へ
の
警
戒

心
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
ま
す
。

活
動
に
あ
た
っ
て
の
金

銭
的
な
負
担
は
。

免
許
取
得
や
猟
銃
取
得

に
つ
い
て
町
か
ら
の
補
助

が
あ
る
も
の
の
、
一
定
の

負
担
は
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
猟
銃
を
保
持
し
て
い
る

と
購
入
や
維
持
費
の
み
な

ら
ず
、
更
新
手
続
き
、
訓

練
へ
の
参
加
な
ど
の
負
担

が
あ
り
ま
す
。

報
奨
金
制
度
の
現
状
に

満
足
で
き
る
か
。

現
在
、
ク
マ
１
頭
捕
獲

し
た
際
の
報
奨
金
が
2
万

円
。
た
だ
支
給
は
、
捕
獲

時
に
限
ら
れ
る
た
め
、
檻

の
設
置
や
巡
回
、
訓
練
な

ど
に
は
支
給
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
報
奨
金
目

当
て
で
や
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
」
と
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

町猟友会との懇談会の様子

クマ檻撤去の様子
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こ
ん
な
町
に

な
っ
た
ら
い
い
な

～
宝
川
い
き
い
き

サ
ロ
ン
～

　

い
つ
も
の
サ
ロ
ン
活
動

に
も
参
加
し
、
体
操
や
さ

す
け
ね
ぇ
輪
音
頭
な
ど
一

緒
に
体
を
動
か
し
た
後
、

「
こ
ん
な
町
に
な
っ
た
ら
い

い
な
」
を
テ
ー
マ
に
懇
談

し
ま
し
た
。

町
民
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
に
つ
い
て
、
診
療

所
や
運
動
施
設
に
行
く

と
き
に
利
用
し
た
い
が
、

運
行
時
間
の
設
定
は
で

き
る
の
か
。
ま
た
町
の

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
大
会

な
ど
で
臨
時
バ
ス
な
ど

を
走
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

運
行
時
間
に
つ
い
て
は
、

町
当
局
と
利
用
者
と
の
話

し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

臨
時
バ
ス
に
つ
い
て
も

利
用
者
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

利
用
者
の
声
を
き
く
機
会

を
つ
く
れ
な
い
か
町
に
要

望
し
て
み
ま
す
。

冬
期
間
の
サ
ロ
ン
開
催

に
あ
た
っ
て
、
集
会
所

の
除
雪
を
す
る
こ
と
が

厳
し
い
。
ま
た
道
が
狭

く
ド
ー
ザ
が
入
れ
な
い

町
道
が
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
箇
所
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の

か
。他

自
治
区
で
は
、
除
雪

組
合
を
つ
く
り
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
選
任
し
、
集
会
所

前
や
狭
い
道
を
除
雪
し
て

い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

健
康
診
断
時
の
送
迎
バ

ス
の
停
車
箇
所
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

停
車
箇
所
を
増
や
し
て
、

受
診
率
が
高
ま
る
の
で
あ

れ
ば
い
い
こ
と
な
の
で
、

町
に
要
望
し
て
み
ま
す
。

移
住
者
の
声
をき

い
て

～
移
住
者
の皆

さ
ん
～

人
口
減
少
が
進
む
西
会

津
町
に
と
っ
て
、
移
住
者

の
皆
さ
ん
は
、
地
域
活
性

化
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

移
住
者
の
皆
さ
ん
が
充
実

し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指

し
て
懇
談
し
ま
し
た
。

西
会
津
町
に
移
住
し
て

感
じ
た
こ
と
は
。

女
性
が
声
を
挙
げ
に
く

い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

意
見
を
吸
い
上
げ
る
体

制
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

移
住
者
は
女
性
が
多
い
の

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
宅
紹
介
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
で
も
女
性
目
線
の
対
応

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
移
住
し

た
の
で
、
町
の
教
育
に
つ

い
て
話
せ
る
場
が
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

移
住
者
の
受
け
皿
と
し

て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
を
活
用
し
て
き

た
が
、
ど
の
よ
う
に
運

用
す
る
こ
と
が
い
い
か
。

過
去
に
は
、
芸
術
村
を

中
心
に
受
け
入
れ
体
制
が

し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

退
任
時
の
働
き
先
や
起

業
の
道
筋
が
心
配
。
定
着

率
に
も
影
響
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

か
つ
て
実
施
し
て
い
た

起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
再
検
討
が
必
要
に
思

い
ま
す
。

継
承
事
業
に
つ
い
て
は
、

制
度
だ
け
で
な
く
追
加
し

た
支
援
も
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

宝川いきいきサロンでの懇談会の様子

移住者の皆さんとの懇談会の様子
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議会議員の議員報酬及び費用弁償の
一部を改正する条例

議員期末手当を0.05月上げるもの

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

補
正
予
算
・
議
案
へ
の
質
疑
！

令
和
７
年
12
月
定
例
会 

開
催
期
間 

12
月
５
日
～
11
日

町
道
舗
装
工
事
に
関
わ
る
質
疑

町
道
の
舗
装
工
事
費
用
が
２
，
０
０
０
万
円
減

問　
道
路
舗
装
関
係
の
工
事
金
額
が
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る

が
そ
の
要
因
は
。
工
事
縮
小
や
工
事
中
止
な
ど
で
は
な
い
の

か
。�

仲
川
議
員

答　

国
の
査
定
で
金
額
が
大
き
く
減
少
と
な
っ
た
た
め
。
中

止
な
ど
で
は
な
い
。

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
第
１
次
に
関
わ
る
質
疑

一
時
借
入
金
の
増
額
に
つ
い
て

問　
一
時
借
入
が
１
億
か
ら
２
億
と
な
っ
た
経
緯
と
今
後
の

見
通
し
は
。�

武
藤
議
員

答　

当
初
の
見
込
み
で
１
億
と
し
た
が
事
業
の
進
捗
状
況
を

鑑
み
余
裕
を
持
ち
２
億
と
し
た
。

町
総
合
計
画
第
５
次
の
策
定
に
関
わ
る
質
疑

介
護
施
設
の
整
備
内
容
に
つ
い
て

問　
介
護
施
設
の
整
備
推
進
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

�

小
林
議
員

答　

基
本
構
想
か
ら
始
ま
り
具
現
化
の
内
容
を
基
に
現
在
、

施
設
整
備
実
施
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
現
在
の
施
設
を
利

用
し
た
形
の
整
備
に
す
る
か
な
ど
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

討論・採決となった議案

起立採決 賛成多数 により可決
渡部 仲川 長谷川 上野 小林 荒海 秦 伊藤 三留 猪俣 青木 武藤

○ ○ ○ ○ × ○ ○ − × ○ ○ ○

〇は賛成、×は反対。伊藤議員は議長のため採決に加わっていません。

こゆりちゃんこゆりちゃんのの
討論てなに？

議案に対する賛成または反対の立場と理由を公
式に述べる発言のことです。自分の立場を議事録
に明確に残す目的もあるよ！

討論・採決の結果

小林 雅弘 議員
物価高で町民の生活はますます苦しくなって
いる。年金も物価の上昇率に追い付いていな
い。議員の活動に対する報酬と考えるが、果た
して報酬を上げることに見合う活動を今してい
るのだろうか。もっと旺盛に政策提言や提案を
すべきではないだろうか。そう考える時、据え
置きが正しいのではないだろうかと考える。従
って、議員の報酬を上げることに反対する。

反 対
武藤 道廣 議員
町議会は、国の人事院、県の人事委員会
の勧告に準じてきた経緯がある。健全財政
のもとでは議案を否定するような状況には
ない。議員の活動を精いっぱいやっている
ことも事実である。自分の活動を低くみる
のではなく見合った活動をすることが議員
である。そうした事から議案に賛成する。

賛 成
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12月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要・結果 結果

条例の改正
議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
関係法令の改正によりポスター作成などに係る公費負担の変更 可決

職員の給与に関する条例
人事院勧告に準じ、民間給与との均衡を総合的に勘案した上で改訂を行うもの 可決

火入れに関する条例
乾燥注意報などの表記変更 可決

町長等の給与及び旅費に関する条例
人事院勧告に準じ、期末手当の月数を0.05月上げる 可決

議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例
人事院勧告に準じ、期末手当の月数を0.05月上げる

起立採決
可決

令和７年度一般会計及び特別会計補正予算
一般会計補正予算（第４次）　補正額586万７千円増額
主に人事異動に伴う人件費の調整 可決

一般会計補正予算（第５次）　補正額27万６千円増額
町長などの特別職及び議員の期末手当の調整 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第２次）　補正額2159万７千円増額
主に人事異動に伴う人件費の調整 可決

介護保険特別会計補正予算（第２次）　補正額131万円増額
主に人事異動に伴う人件費の調整 可決

簡易水道等事業会計補正予算（第１次）　　
収益的収入及び収益的支出　　補正額79万8千円減額
資本的収入　　補正額3113万２千円増額
資本的支出　　補正額3200万円増額

可決

下水道事業会計補正予算（第１次）
収益的収入及び収益的支出　　補正額383万８千円増額
資本的収入　　補正額639万2千円減額
資本的支出　　補正額504万2千円減額

可決

その他の議案
町総合計画（第５次）の策定
令和８年から令和15年までの町の最上位計画 可決

固定資産評価審査委員の選任
固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
委員：目黒新矢さん（4町内） 同意

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
委員：石本忠吉さん（上野尻） 同意

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
委員：伊藤徳伸さん（呼賀） 同意

請願・意見書の提出
インボイス制度の見直しを求める意見書の提出に対する請願・意見書案 可決

所得税法第56条の廃止を求める意見書の提出に対する請願 継続審査
報告事項
委任専決処分事項　事故による損害賠償と和解に関する報告（2件） 報告

委任専決処分事項　災害時対応による庁舎内の電源コンセント増設工事（宿直室など） 報告
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一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求

め
、
町
民
の
た
め
の
適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら

れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行

者
に
通
告
し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

反
問
権

　

議
会
に
お
い
て
、
町
長
や
執
行
部
な
ど
が
、
議

員
の
質
問
や
質
疑
の
趣
旨
が
不
明
な
場
合
な
ど
に
、

質
問
等
を
行
っ
た
議
員
に
問
い
直
す
権
利
。

議
事
の
運
営
に
つ
い
て

　

一
般
質
問
の
内
容
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、
議
長

が
止
め
に
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る

よ
う
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を

含
め
て
１
時
間
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　一般質問は12月８日から９日までの２日間で行い、議員10人が登壇して、町政の課題な
どを問いただしました。

○青木照夫 議員（９ページ）
・有害鳥獣対策
・人口減少対策

○小林雅弘 議員（10ページ）
・熊対策
・物価高騰対策

○三留正義 議員（11ページ）
・町道と流雪溝の管理

○上野恵美子 議員（12ページ）
・子どもの教育
・「キッズランド芝草」の活用

○長谷川正 議員（13ページ）
・これからの雪対策

○秦貞継 議員（14ページ）
・町主催イベント
・町の公共交通

○仲川久人 議員（15ページ）
・町民バス　
・町道補修
・下水道普及率の促進

○荒海正人 議員（16ページ）
・結婚支援

○渡部佳菜子 議員（17ページ）
・ミネラル野菜
・高齢者の育児参画

○猪俣常三 議員（18ページ）
・安全安心なまちづくり
・教育関連施設などの安全対策
・鏡山付近の整備

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　10人が登壇ここが聞きたい　10人が登壇
一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、
構成と執筆をお願いしております。構成と執筆をお願いしております。
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問
里
山
に
猿
、
熊
、

猪
な
ど
が
出
没
す

る
原
因
は
何
か
。

答
農
林
振
興
課
長

森
林
の
荒
廃
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
、
狩
猟

ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
と
減

少
に
よ
る
野
生
鳥
獣
の
生

息
域
の
拡
大
、
ブ
ナ
の
実

や
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
不
作

に
よ
り
山
の
エ
サ
不
足
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
。
さ

ら
に
個
体
数
の
増
加
や
人

間
に
対
す
る
警
戒
心
の
低

下
な
ど
複
合
的
な
要
因
が

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問
森
林
環
境
税
は
ど

の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
農
林
振
興
課
長

県
民
税
と
し
て
課

税
さ
れ
る
森
林
環
境
税
は
、

令
和
６
年
度
５
０
０
万
７

問
今
ま
で
の
外
部
委

託
に
よ
る
事
業
実

績
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

６
社
に
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
を
委
託
し

た
。
そ
の
結
果
、
22
回
の

開
催
、
成
婚
者
４
組
と
把

握
し
て
い
る
。

問
30
代
か
ら
50
代
の

未
婚
者
の
人
数
と

未
婚
率
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

男
性
４
２
４
人
50

％
、女
性
２
０
０
人
27
％
。

問
出
会
い
の
場
の
創

出
と
し
て
首
都
圏

（
在
京
西
会
津
会
の
ゆ
か
り

の
方
も
含
め
て
）
な
ど
で

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

現
在
は
町
内
の
み

だ
が
、
場
所
の
選
定
は
柔

軟
に
考
え
る
。
世
話
や
き

人
の
確
保
も
必
要
だ
。

千
円
が
交
付
さ
れ
た
。
町

で
は
、
公
民
館
が
主
催
し

て
い
る
自
然
体
験
学
習
や

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
の
木

工
教
室
、
西
会
津
小
学
校

児
童
を
対
象
に
し
た
森
林

学
習
や
自
然
体
験
学
習
、

集
落
周
辺
の
見
通
し
の
良

い
環
境
整
備
の
た
め
の
環

境
共
生
整
備
事
業
に
活
用

し
た
。

　

国
税
と
し
て
課
税
さ
れ

る
森
林
環
境
税
は
、
令
和

６
年
度
２
，
２
０
８
万
２

千
円
が
交
付
さ
れ
、
町
で

は
森
林
所
有
者
へ
の
意
向

調
査
事
業
、
林
政
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
、
町
内
で
間

伐
し
た
針
葉
樹
を
木
質
ペ

レ
ッ
ト
に
加
工
し
、
町
内

公
共
施
設
で
燃
料
と
し
て

使
用
す
る
森
林
資
源
地
域

循
環
利
用
促
進
事
業
、
森

林
の
施
業
界
を
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
明

確
化
す
る
森
林
施
業
界
明

確
化
事
業
な
ど
を
実
施
し

て
き
た
。

問
有
害
鳥
獣
対
策
費

と
し
て
森
林
整
備

に
使
う
べ
き
だ
。

答
農
林
振
興
課
長

今
後
の
流
用
を
検

討
す
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

問 

有
害
鳥
獣
が
里
山
に
出
没
す
る
原
因
は

答 

社
会
・
自
然
環
境
の
変
化
が
原
因

ひと言

町の支援と同時に、縁あるひとに手を差し伸べ
る「ライフプラン」の世話やき人が大切です。

青
あお

木
き

　照
てる

夫
お

 議員

答  結婚世話やき人の確保も対策の１つ
問  結婚支援への対策は

人口減少対策

耕作放棄された田
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問
サ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル

手
当
や
捕
獲
報
奨

金
な
ど
、
手
当
の
見
直
し

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
町
長

現
在
、
近
隣
市
町

村
の
状
況
調
査
や
町
猟
友

会
と
調
整
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

問
緊
急
銃
猟
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
は
。

答
町
長

町
は
猟
友
会
や
警

察
署
と
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
８
年
１
月
の
運

用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

問
緊
急
銃
猟
と
い
う

危
険
な
熊
対
策
が

始
ま
っ
た
。
射
撃
の
技
術

向
上
の
た
め
射
撃
研
修
に

補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
町
長

捕
獲
を
担
う
猟
友

会
の
技
術
向
上
の
た
め
、

研
修
へ
の
支
援
は
捕
獲
報

奨
金
な
ど
全
体
の
見
直
し

の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

問
熊
対
策
に
出
動
す

る
職
員
や
猟
友
会

の
安
全
の
た
め
、
熊
ス
プ

レ
ー
や
盾
を
支
給
し
て
は

ど
う
か
。

答
町
長

有
害
捕
獲
業
務
や

緊
急
銃
猟
の
安
全
対
策
の

た
め
、
今
後
各
分
会
に
支

給
す
る
。
訓
練
の
実
施
も

検
討
す
る
。

熊捕獲用ワナの
移動の様子

商品券と現金

小
こ

林
ばやし

　雅
まさ

弘
ひろ

 議員

ひと言

町の物価高騰対策は「おこめ券」ではなく、
何にでも使える現金や商品券を求めます。

熊
対
策

問 

捕
獲
手
当
や
報
奨
金
の
見
直
し
を

答 

町
猟
友
会
と
調
整
し
て
い
る
段
階

問
物
価
高
騰
の
中
、

町
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
経
済
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課
長

町
と
し
て
は
、
国

か
ら
提
示
さ
れ
た
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
の
事

業
メ
ニ
ュ
ー
や
、
本
町
へ

の
予
算
配
分
な
ど
を
踏
ま

え
、
事
業
の
内
容
を
検
討

し
て
い
く
。

問
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
、
町
民
一
人

一
人
に
現
金
か
商
品
券
、

ま
た
そ
の
両
方
を
配
る
べ

き
だ
。

答  支援のため必要な対応を実施する
問  一人一人に現金か商品券を配っては

物価高騰対策

答
商
工
観
光
課
長

国
か
ら
の
通
知
を

待
っ
て
検
討
す
る
が
、
物

価
高
騰
に
対
す
る
生
活
者

支
援
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
必
要

な
対
応
を
実
施
し
て
い
く
。

問
お
こ
め
券
は
物
価

高
騰
対
策
（
経
済

対
策
）
と
し
て
は
ス
ジ
が

悪
い
。
５
０
０
円
の
お
こ

め
券
で
４
４
０
円
分
し
か

買
え
な
い
。
60
円
は
手
数

料
で
と
ら
れ
る
。

答
副
町
長

そ
の
意
見
も
踏
ま

え
て
よ
く
検
討
し
て
い
く
。
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スムーズな流れが期待されている

問
道
路
使
用
に
支
障

の
あ
る
樹
木
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
る
の
か
。

答
建
設
水
道
課
長

町
道
な
ど
の
生
活

道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路

敷
地
内
の
通
行
に
支
障
の

あ
る
樹
木
な
ど
を
道
路
管

理
者
で
あ
る
町
が
伐
採
す

る
な
ど
の
処
理
を
行
っ
て

い
る
。

　

一
方
、
道
路
に
隣
接
す

る
民
地（
道
路
敷
地
以
外
）

の
樹
木
な
ど
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
に
よ
る
伐
採
を
原

則
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

倒
木
に
よ
り
通
行
止
め
が

生
じ
る
な
ど
、
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
、
所
有
者
や

自
治
区
長
な
ど
の
了
解
の

も
と
、
町
に
よ
る
緊
急
伐

採
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

道
路
敷
地
の
茂
み
な
ど
の

除
去
に
つ
い
て
は
、
有
害

鳥
獣
対
策
の
観
点
か
ら

も
、
一
定
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問
道
路
に
付
随
す
る

排
水
施
設
な
ど
の

管
理
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
建
設
水
道
課
長

道
路
施
設
と
し
て

設
置
し
て
い
る
水
路
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
に

よ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域

や
集
落
及
び
団
体
な
ど
の

「
共
助
・
互
助
」に
よ
る
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

適
切
な
管
理
を
心
掛
け
て

い
る
。

問
排
水
施
設
で
あ
る

野
沢
町
内
の
流
雪

溝
で
、
今
年
度
改
修
し
た

箇
所
は
あ
る
の
か
。

答
建
設
水
道
課
長

流
雪
溝
と
し
て
の

改
修
な
ど
は
、
利
用
し
て

い
る
団
体
な
ど
の
要
望
が

あ
れ
ば
行
う
。

三
み

留
とめ

　正
まさ

義
よし

 議員

ひと言

今冬は昨年のような大雪にならないことを
願っています。

町
道
と
流
雪
溝
の
管
理

問 

流
雪
溝
は
改
修
し
た
の
か

答 

利
用
団
体
な
ど
の
要
望
に
よ
り
行
う
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小さな背中からたくさん
の可能性を感じます!

問
町
が
目
指
す
幼
児

教
育
及
び
学
校
教

育
は
。

答
教
育
長

変
化
の
激
し
い
社

会
に
対
応
で
き
る
「
生
き

る
力
」
の
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

町
で
は
、
０
歳
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
一
貫
し

た「
保
小
中
連
携
教
育
」に

保
育
士
・
教
員
・
家
庭
・

地
域
が
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
目
的
及
び

そ
の
効
果
と
課
題
は
。

答
教
育
長

１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」

を
進
め
て
き
た
。

問
国
が
進
め
て
い
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
目
的
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を

含
め
、
多
様
な
子
ど
も
た

ち
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
す

こ
と
な
く
一
人
ひ
と
り
の

個
性
・
資
質
・
能
力
な
ど

を
引
き
出
し
、
育
て
る
こ

と
で
は
な
い
の
か
。

答
教
育
長

各
教
科
の
学
習
の

み
な
ら
ず
、
総
合
的
な
学

習
な
ど
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
学
習
意
欲
の
向

上
や
学
び
の
個
別
最
適
化

な
ど
の
効
果
が
認
め
ら
れ

る
。
一
方
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
十
分
に
活
用
で
き
な

い
子
も
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ

問
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

芝
草
」
を
活
用
し

た
事
業
の
目
的
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

子
育
て
世
代
の
居

場
所
や
仲
間
づ
く
り
、
地

域
交
流
を
目
的
と
し
た
施

設
で
あ
る
。

問
利
用
状
況
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

初
年
度
の
令
和
３

年
は
５
１
７
名
、
令
和
７

年
度
は
11
月
ま
で
に
、
１
，

０
９
９
名
と
利
用
者
は
増

加
し
て
い
る
。

問
事
業
の
目
的
に
あ

る「
地
域
交
流
」の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。答

福
祉
介
護
課
長

定
期
的
に
町
に
よ

る
親
子
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。
今
後
は
周
辺

住
民
の
方
々
と
の
交
流
も

進
め
て
い
く
。

上
うえ

野
の

恵
え

美
み

子
こ

 議員

ひと言

１人ひとりの子どもの
「生きる力」を育むことが大切！

子
ど
も
の
教
育

問 

町
が
目
指
す
子
ど
も
の
教
育
は

答 

保
小
中
連
携
教
育
で「
生
き
る
力
」を
育
む

答  周辺住民との交流も進めていく
問  地域交流の現状と今後の取り組みは

「キッズランド芝草」の活用

ト
は
あ
く
ま
で
も
学
び
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ツ
ー
ル
で

あ
り
、
紙
の
教
科
書
も
フ

ル
に
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル

と
ア
ナ
ロ
グ
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
。問

今
後
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
教

育
の
実
現
の
た
め
、
こ
ど

も
園
を
福
祉
介
護
課
か
ら

教
育
委
員
会
に
移
管
し
、

「
保
小
中
連
携
教
育
」の
強

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答
教
育
長

現
在
も

連
携
を
取
っ
て

進
め
て
い
る
が
、

町
の
方
針
に
従

う
。
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問
雪
対
策
を
考
慮
し

た
新
築
・
改
築
物

件
に
補
助
の
考
え
は
あ
る

か
。答

建
設
水
道
課
参
与

本
町
で
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
雪
対
策
を
考
慮

し
た
建
物
の
補
助
制
度
は

な
い
。

今
後
、
必
要
性
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

く
。問

除
雪
の
際
の
雪
押

し
場
の
現
状
・
課

題
と
、
今
後
の
対
策
は
。

答
建
設
水
道
課
参
与

地
域
や
土
地
所
有

者
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
空
き
地
な
ど
を
一
時

的
な
雪
押
し
場
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

ま
た
、
ダ
ン
プ
を
使
用

し
た
排
雪
作
業
も
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
新
た
な

雪
押
し
場
の
確
保
や
排
雪

作
業
に
よ
り
適
切
な
対
応

を
し
て
い
く
。

問
雪
害
弱
者
と
言
わ

れ
て
い
る
高
齢
者

世
帯
な
ど
へ
の
具
体
的
な

支
援
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
で
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
母
子
世
帯
な

ど
、
経
済
面
・
体
力
面
な

ど
で
雪
対
策
に
苦
慮
さ
れ

て
い
る
世
帯
を
対
象
と
し

て
、
除
排
雪
費
用
助
成
事

業
と
雪
処
理
支
援
隊
の
派

遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

除
排
雪
費
用
助
成
事
業

に
つ
い
て
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
が
雪
お
ろ
し
な

ど
で
、
町
の
登
録
事
業
者

に
依
頼
し
た
際
に
使
え
る

１
万
円
分
の
給
付
券
を
交

付
し
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
雪
処
理
支
援
隊

の
派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
自

力
で
の
除
排
雪
が
困
難
で
、

親
族
や
近
隣
か
ら
の
支
援

も
受
け
ら
れ
な
い
世
帯
に
、

道
付
け
や
雪
踏
み
、
声
掛

け
な
ど
の
見
守
り
を
行
っ

て
い
る
。

問
直
営
除
雪
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
と
新

規
重
機
購
入
の
考
え
は
。

答
建
設
水
道
課
参
与

直
営
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

人
員
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

現
在
、
人
員
確
保
の
た
め

大
型
特
殊
免
許
取
得
に
係

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
、

人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
除
雪
機
械
は
、

答
建
設
水
道
課
参
与

町
で
は
、
県
の
労

務
単
価
の
上
昇
率
な
ど
を

参
考
に
、
本
年
度
は
賃
金

を
増
額
し
た
。
ま
た
、
チ
ー

フ
手
当
の
増
額
を
行
い
、

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

長
は

谷
せ

川
がわ

　正
ただし

 議員

ひと言

雪対策、これで良しとの答えなし、
先を見越した体制強化！

こ
れ
か
ら
の
雪
対
策

問 

雪
対
策
を
し
た
物
件
に
補
助
は
あ
る
か

答 

今
後
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る

現
在
の
保
有
台
数
が
適
正

で
あ
り
現
段
階
で
は
増
強

の
考
え
は
な
い
。

問
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
今
後
の
報
酬
・

手
当
な
ど
の
増
額
の
考
え

は
。

除雪の様子
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問
町
外
か
ら
の
集
客

イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
参
加
者
を
増
や
す
た

め
に
重
視
し
て
い
る
点
は
。

答
商
工
観
光
課
長

効
果
的
な
広
報
、

イ
ベ
ン
ト
内
容
の
魅
力
向

上
、
地
域
内
外
の
関
係
者

と
の
連
携
強
化
、
ア
ク
セ

ス
面
や
来
場
時
の
利
便
性

向
上
で
あ
る
。

問
町
主
催
イ
ベ
ン
ト

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
は
行
わ
れ
て
い
る

か
。答

商
工
観
光
課
長

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
の
視
点
は
大
変
重
要
。

全
課
に
わ
た
る
事
務
事
業

の
評
価
検
証
を
進
め
て
お

り
、
客
観
的
な
視
点
か
ら

事
務
事
業
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
る
。

問
全
国
的
な
人
材
不

足
の
な
か
、
バ
ス

運
転
手
の
人
材
確
保
の
見

通
し
は
。

答
町
民
税
務
課
長

人
材
確
保
が
大
変

厳
し
い
状
況
。

問
町
内
イ
ベ
ン
ト
や

健
康
診
断
時
の
利

用
時
な
ど
、
町
民
が
更
に

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

定
期
的
に
町
民
と
意
見
交

換
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

も
重
要
で
は
な
い
か
。

答
町
民
税
務
課
長

サ
ロ
ン
な
ど
の
機

会
を
捉
え
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
把
握
し
、
よ

り
利
用
し
や
す
い
運
行
に

努
め
る
。

問
宝
川
地
区
に
お
い

て
健
康
診
断
時
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
乗
降
場

が
遠
く
、
健
診
を
受
け
る

時
に
支
障
が
出
て
い
る
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
対
応

で
き
な
い
の
か
。

答
健
康
増
進
課
長

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

問
感
染
症
対
策
を
検

討
し
て
、
敬
老
会

会
場
で
の
飲
食
の
提
供
は

で
き
な
い
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

飲
食
に
つ
い
て
は
意
見
が

様
々
だ
っ
た
。
今
の
と
こ

ろ
は
安
全
性
を
重
視
し
た

い
。

運
行
は
柔
軟
に
対
応
で
き

る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

問
高
齢
者
が
乗
り
降

り
す
る
バ
ス
に
お

い
て
、
乗
降
口
へ
の
配
慮

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
町
民
税
務
課
長

運
行
す
る
車
両
に

は
手
す
り
や
電
動
補
助
ス

テ
ッ
プ
を
可
能
な
限
り
装

備
し
て
い
る
。

問
運
転
手
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
セ
ン

サ
ー
や
安
全
装
置
を
積
極

的
に
導
入
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
町
民
税
務
課
長

バ
ス
の
経
年
劣
化

も
あ
り
、
取
り
付
け
が
可

能
な
車
両
に
は
取
り
付
け

ら
れ
る
か
調
査
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

参加者が笑顔になるような敬老会が望まれる

ひと言

町民バスも各種イベントも参加を希望される
方々の意見が大切。町には町民の皆さんの声
なき声をきく努力を望みます。

町
主
催
イ
ベ
ン
ト

問 

各
種
イ
ベ
ン
ト
充
実
の
取
り
組
み
は

答 

各
種
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る

答  運転手負担を軽減しながら町民の声をきいていきたい
問  高齢者や交通弱者が利用しやすい環境を

町の公共交通

秦
はた

　貞
さだ

継
つぐ

 議員
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問
定
時
定
路
線
バ
ス

の
役
場
本
庁
舎
前

ま
で
の
延
伸
は
可
能
か
。

答
町
長

町
民
バ
ス
の
運
行

は「
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
者
」と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
町
が
、
路
線
の
始
点

と
終
点
停
留
所
の
追
加
な

ど
、
目
的
に
応
じ
て
登
録

変
更
の
手
続
き
を
踏
む
こ

と
に
よ
り
延
伸
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

問
延
伸
に
よ
り
ど
の

位
の
コ
ス
ト
増
と

な
る
の
か
。

答
町
長

三
路
線
合
計
で
年

間
約
１
０
２
万
円
の
負
担

増
と
な
る
。

問
様
々
な
課
題
も
あ

る
が
定
時
定
路
線

バ
ス
の
役
場
本
庁
舎
前
へ

の
乗
り
入
れ
を
実
施
す
る

考
え
は
。

答
町
民
税
務
課
長

高
齢
者
と
交
通
弱

者
対
策
と
い
っ
た
効
果
も

含
め
て
今
後
、
充
分
に
調

査
を
行
う
。
ま
た
、
課
題

も
含
め
実
施
で
き
る
よ
う

に
バ
ス
交
通
体
系
整
備
検

討
会
な
ど
で
検
討
し
、
長

期
持
続
可
能
な
町
民
バ
ス

の
運
行
維
持
に
努
め
て
い

く
。

仲
なか

川
がわ

　久
ひさ

人
と

 議員

運行している定時定路線バス

町道漆窪～泥浮の路面状態

問
町
道
漆
窪
か
ら
泥

浮
の
間
は
、
ひ
び

割
れ
や
陥
没
な
ど
の
破
損

が
著
し
く
危
険
な
状
況
で

あ
る
。
損
傷
箇
所
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
確
認
し

て
い
る
の
か
。

答
建
設
水
道
課
参
与

町
道
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
道
路
の
状
況

把
握
に
努
め
て
い
る
。
当

該
路
線
の
一
部
で
数
セ
ン

チ
程
度
の
舗
装
沈
下
や
ひ

び
割
れ
、
側
溝
の
軽
微
な

損
傷
に
つ
い
て
も
確
認
を

し
て
い
る
。

問
損
傷
の
原
因
を
ど

の
よ
う
に
推
測
し

て
い
る
の
か
。

答
建
設
水
道
課
参
与

多
種
多
様
な
原
因

が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該

路
線
に
お
い
て
は
大
部
分

が
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の

と
、
車
両
の
大
型
化
の
影

響
と
考
え
ら
れ
る
。

問
補
修
も
含
め
改
修

工
事
の
計
画
は
。

答
建
設
水
道
課
参
与

現
在
、
令
和
８
年

度
の
予
算
編
成
時
期
で
あ

る
。
具
体
的
な
内
容
ま
で

は
説
明
で
き
な
い
が
早
急

な
対
応
に
努
め
る
。

答  令和８年度事業で計画
問  町道（漆窪～泥浮）補修の予定は

町道補修

ひと言

小さな改善の積み重ねから
町民の安全確保と生活の質の向上につなげ
ましょう!!

町
民
バ
ス

問 

町
民
バ
ス
の
役
場
本
庁
舎
乗
り
入
れ
は

答 

実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
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問
若
者
の
町
外
流
出

や
出
生
数
の
減
少

が
続
く
中
、
結
婚
対
策
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、

事
業
展
開
を
し
て
い
る
の

か
。答

福
祉
介
護
課
長

結
婚
対
策
は
、
子

育
て
支
援
や
教
育
振
興
、

就
労
環
境
整
備
な
ど
、
相

乗
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う

総
合
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
結
婚
支
援
・
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
事
業
連

携
推
進
会
議
に
よ
る
全
庁

横
断
的
な
対
応
と
、
町
民

有
志
に
よ
る
後
継
者
対
策

実
行
委
員
会
に
よ
り
事
業

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

問
町
で
は
、
福
島
県

が
運
営
す
る
マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
「
は
ぴ
福

な
び
」
へ
の
登
録
支
援
や

結
婚
相
談
所
利
用
料
の
補

助
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

町
の
利
用
実
績
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

福
島
県
が
運
営
す

る
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ「
は

ぴ
福
な
び
」
の
登
録
件
数

は
、
こ
れ
ま
で
７
件
。
昨

年
か
ら
は
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
利
用
促
進
に
努

め
て
い
る
。
結
婚
相
談
所

登
録
利
用
料
の
補
助
実
績

は
な
い
。

問
今
後
の
対
策
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

対
象
と
さ
れ
る
方

に
は
、
主
体
的
な
行
動
を

控
え
る
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
の
特
性
に
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
結
婚
を
望
む
２

荒
あら

海
うみ

　正
まさ

人
と

 議員

結
婚
支
援

問 

視
点
を
変
え
た
事
業
展
開
が
必
要
で
は

答 

各
課
連
携
し
な
が
ら
協
議
を
す
す
め
る

ひと言

結婚対策は、担当する福祉介護課だけでは、
限定的な取り組みとなってしまう。
町をあげた取り組みにつなげてほしい。

人
を
主
体
的
に
取
り
持
つ

「
結
婚
世
話
や
き
人
」の
確

保
と
育
成
、
後
継
者
対
策

実
行
委
員
会
へ
の
支
援
、

企
業
や
事
業
所
へ
の
協
力

依
頼
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

問
今
後
の
対
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
人

生
設
計
を
見
据
え
た
結
婚

支
援
や
移
住
・
定
住
施
策

と
連
動
し
た
出
会
い
の
場

づ
く
り
な
ど
、
新
た
な
視

点
に
よ
る
事
業
展
開
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

今
後
、
調
査
・
研

究
し
て
い
く
。
ま
た
、
事

業
連
携
推
進
会
議
の
場
な

ど
で
関
係
各
課
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

福島県で運営するマッチングサイト「はぴ福なび」
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渡
わた

部
なべ

佳
か

菜
な

子
こ

 議員

問
生
産
者
の
減
少
や

高
齢
化
、
資
材
費

高
騰
へ
の
対
応
は
。

答
町
長

新
規
就
農
者
の
確

保
や
後
継
者
の
育
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
主
力
と
な

る
作
物
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
ミ
ネ
ラ
ル

資
材
の
選
択
肢
を
拡
充
し
、

低
コ
ス
ト
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
趣
味
や
生
き
が
い

層
と
、
生
計
を
立

て
る
生
産
者
へ
の
支
援
の

考
え
方
は
。

答
町
長

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
生

産
に
は
多
様
な
関
わ
り
方

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
に
応
じ
た
参
加
が
重
要

で
あ
る
。
今
後
は
、
経
営

問
高
齢
者
が
子
育
て

支
援
に
関
わ
る
意

義
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
福
祉
介
護
課

高
齢
者
が
子
供
と

関
わ
る
こ
と
は
、
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

自
身
の
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
と

考
え
て
い
る
。
世
代
を
超

え
た
交
流
は
、
地
域
全
体

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
上

で
も
重
要
で
あ
る
。

問
現
在
、
ど
の
よ
う

な
世
代
間
交
流
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

か
。答

福
祉
介
護
課

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
長
期
休
業
中
の
活
動

に
お
い
て
、
地
域
の
方
々

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

と
し
て
取
り
組
む
生
産
者

と
、
趣
味
・
生
き
が
い
と

し
て
関
わ
る
層
の
双
方
を

尊
重
し
な
が
ら
、
役
割
に

応
じ
た
支
援
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
く
。

問
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
た
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
町
長

土
壌
分
析
や
品
質

の
見
え
る
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
非
破
壊
式
糖
度

計
の
活
用
な
ど
に
よ
り
品

質
の
差
別
化
を
図
り
、
販

路
拡
大
や
情
報
発
信
を
通

じ
て
、
安
心
・
安
全
な
農

産
物
と
し
て
の
価
値
を
高

め
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
ブ

し
た
体
験
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
サ
ロ
ン

や
「
お
い
で
お
い
で
」
事

業
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど

も
と
高
齢
者
が
触
れ
合
う

機
会
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
今
後
、
高
齢
者
の

育
児
参
画
を
ど
の

よ
う
に
広
げ
て
い
く
の
か
。

答
福
祉
介
護
課

高
齢
者
の
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
関
わ
り
方
を
検
討
し
、

無
理
の
な
い
形
で
世
代
間

交
流
を
継
続
し
て
い
く
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
と
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

の
両
立
を
図
っ
て
い
く
。

ひと言

農業と子育てを通して、人が役割を持ち、
安心して暮らせる地域を育てていきたい。

答  世代間交流の場を広げ支え合う
問  高齢者と親子の交流づくりの場を

高齢者の育児参画

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜

問 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
今
後
の
方
向
性
は

答 

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

ラ
ン
ド
化

を
進
め
て

い
く
。
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猪
いの

俣
また

　常
つね

三
ぞう

 議員

問
狭
い
路
地
の
解
消

な
ど
含
め
た
、
実

効
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
考
え
は
。

答
町
長

西
会
津
町
総
合
計

画
に
お
い
て
、
町
の
将
来

像
の
実
現
に
向
け
、
５
つ

の
指
針
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
、
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
の「
生
活
・
交
通
イ

ン
フ
ラ
」や「
消
防
防
災
・

安
全
対
策
」に
お
い
て
、
町

道
の
改
良
・
修
繕
や
消
防

防
災
組
織
の
強
化
、
消
防

施
設
・
設
備
の
充
実
な
ど
、

今
後
４
年
間
の
具
体
的
な

取
り
組
み
を
明
記
し
て
い

る
。
町
と
し
て
は
、
目
指

す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
ク
マ
が
学
校
敷
地

内
に
侵
入
し
た
時

の
対
応
は
。

答
学
校
教
育
課
長

教
育
委
員
会
が
作

成
し
た
「
ク
マ
出
没
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
も
と
に
、

各
学
校
で
同
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
、
ク
マ
出
没
時

の
連
絡
体
制
、
教
職
員
の

対
応
方
法
、
保
護
者
へ
の

協
力
依
頼
や
周
知
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
な
ど
、

緊
急
時
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

　

敷
地
内
に
ク
マ
が
侵
入

し
た
場
合
を
想
定
し
た
訓

練
は
実
施
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
屋
内
へ
の
避
難
や

校
舎
の
施
錠
な
ど
を
素
早

く
行
う
体
制
の
徹
底
を
学

校
と
共
有
し
て
い
る
。
町

と
し
て
は
、
子
ど
も
達
の

安
全
確
保
に
向
け
必
要
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問
旧
役
場
庁
舎
利
用

の
考
え
は
。

答
町
長

第
５
次
総
合
計
画

に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
、

旧
役
場
庁
舎
の
利
用
に
関

す
る
具
体
的
な
意
見
な
ど

は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、

幅
広
い
世
代
が
気
軽
に
利

用
で
き
、
交
流
が
生
ま
れ

る
公
共
複
合
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、

第
５
次
総
合
計
画
に
も
掲

げ
ら
れ
た
。
既
存
遊
休
施

設
の
跡
地
も
含
め
た
有
効

活
用
や
、
町
に
も
た
ら
す

効
果
、
財
政
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
中
心
エ
リ

ア
整
備
構
想
の
議
論
と
併

せ
て
総
合
的
に
検
討
し
て

い
く
。

問
こ
ど
も
園
と
学
校

の
近
隣
に
針
葉
樹

林
が
あ
り
、
獣
の
隠
れ
家

に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。

対
策
は
。

答
農
林
振
興
課
長

獣
の
隠
れ
場
所
と

な
る
林
に
、
危
険
鳥
獣
が

潜
む
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
環
境
整
備
事

業（
除
間
伐
含
む
）を
実
施

し
て
い
る
。

ひと言

クマが人間の生活圏内まで侵入してきている。
里に下りて妊娠・出産することにより、獣の
生態系が変わるのではないか心配している。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

問 

暮
ら
し
を
守
る
実
効
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は

答 

ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

答  子ども達を屋内へ避難、校舎の施錠を行う
問  クマが学校敷地内に侵入した時の対応は

教育関連施設などの安全対策

住民や子ども達に安心を届ける緩衝地帯を
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南相木村での視察の様子

青木村での視察の様子

総
務
常
任
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

教
育
施
策
の
充
実
及
び
公

共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、

先
進
自
治
体
に
お
け
る
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し
た
。

１�　
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
長
野
県
南
相
木
村
・

青
木
村
）

■
調
査
内
容

両
村
で
は
、
自
然
環
境

や
地
域
人
材
を
教
育
資
源

と
し
て
活
用
し
、
体
験
型

学
習
を
重
視
し
た
教
育
が

行
わ
れ
て
い
た
。

教
育
委
員
会
が
明
確
な

教
育
方
針
を
示
し
、
保
育

園
・
小
学
校
・
中
学
校
が

共
通
認
識
の
も
と
で
連
携

す
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て

お
り
、
学
校
ご
と
の
独
立

し
た
取
り
組
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
村
全
体
と
し
て
教

育
を
支
え
る
仕
組
み
が
整

え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
が
授

業
や
行
事
に
関
わ
る
機
会

も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が

地
域
の
中
で
育
つ
意
識
を

高
め
る
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

■
委
員
会
の
見
解

　

小
規
模
自
治
体
で
あ
っ

て
も
、
教
育
方
針
を
明
確

に
し
、
地
域
資
源
を
活
か

す
こ
と
で
、
特
色
あ
る
教

育
を
継
続
的
に
展
開
で
き

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
地

域
の
強
み
を
教
育
に
ど
う

位
置
づ
け
る
か
を
整
理
し
、

保
小
中
の
一
貫
し
た
視
点

で
教
育
施
策
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

２�　
公
民
館
老
朽
化
へ
の

対
応
と
複
合
施
設
の
検

討
（
茨
城
県
筑
西
市
）

■
調
査
内
容

　

茨
城
県
筑
西
市
で
は
、

既
存
の
学
校
施
設
を
活
用

し
、
公
民
館
機
能
や
地
域

交
流
機
能
を
併
設
す
る
複

合
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。

　

児
童
の
安
全
確
保
を
最

優
先
と
し
、
動
線
や
利
用

時
間
帯
を
明
確
に
分
離
す

る
こ
と
で
、
学
校
機
能
と

地
域
利
用
が
両
立
で
き
る

設
計
・
運
営
が
な
さ
れ
て

い
た
。

　

ま
た
、
新
設
で
は
な
く

既
存
施
設
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
設
備
費
用
や
維
持

管
理
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

■
委
員
会
の
見
解

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
対

策
に
お
い
て
は
、
単
な
る

建
て
替
え
で
は
な
く
、
既

存
施
設
の
活
用
や
複
合
化

を
含
め
た
検
討
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
安

全
性
の
確
保
を
前
提
と
し

つ
つ
、
地
域
交
流
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
ど
の
よ

う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
る

か
、
長
期
的
視
点
で
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

３�　
わ
か
り
や
す
く
発
信

す
る
子
育
て
支
援
（
茨

城
県
筑
西
市
）

■
調
査
内
容

　

子
ど
も
の
成
長
段
階
に

応
じ
た
支
援
内
容
を
整
理

し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
て「
見
え
る
化
」

を
図
っ
て
い
た
。

　

支
援
制
度
自
体
は
、
他

自
治
体
と
大
き
く
異
な
る

も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

情
報
提
供
の
工
夫
に
よ
り
、

保
護
者
が
必
要
な
支
援
に

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
と

公
共
施
設
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
相
談
や
交
流

が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

■
委
員
会
の
見
解

　

子
育
て
支
援
に
お
い
て

は
、
制
度
の
充
実
だ
け
で

な
く
、
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
工
夫
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
既

存
の
支
援
施
策
を
整
理
し
、

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

子
育
て
世
帯
の
安
心
感
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
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経
済
常
任
委
員
会
報
告

経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
持
続
的
発
展
と
地
域

経
済
の
活
性
化
、
な
ら
び

に
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
生

活
基
盤
の
維
持
・
強
化
を

図
る
た
め
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
や
民
間
事
業
者
を
訪

問
し
、
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
た
。

１�　
持
続
可
能
な
農
業（
株

式
会
社
Ｔ
フ
ァ
ー
ム
の

干
し
芋
生
産
販
売
）

■
調
査
内
容

今
後
の
本
町
農
業
施
策

の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
持
続
可
能
な
農

業
に
取
り
組
み
、
野
菜
や

果
物
の
商
品
開
発
を
推
進

し
て
い
る
先
進
事
例
と
し

て
、
自
然
栽
培
に
よ
る
サ

ツ
マ
イ
モ
の
生
産
・
加
工
・

販
売
を
一
体
的
に
行
う
株

式
会
社
Ｔ
フ
ァ
ー
ム
（
茨

城
県
東
海
村
）
を
調
査
・

視
察
し
た
。

・�

農
薬
・
化
学
肥
料
を
使

用
せ
ず
、
10
年
以
上
か

け
て
土
づ
く
り
を
行
う

自
然
栽
培
。

・�
最
大
約
90
ｈ
ａ
の
農
地

を
管
理
し
、
土
壌
分
析

に
基
づ
く
栽
培
管
理
を

実
施
。

・�

干
し
芋
加
工
施
設
を
自

社
で
保
有
し
、
加
工
・

選
別
・
包
装
ま
で
一
貫

体
制
。

・�

直
売
・
ネ
ッ
ト
販
売
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

な
ど
多
様
な
販
路
を
展

開
。

・�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
研
修
受

け
入
れ
に
よ
り
人
材
育

成
と
地
域
雇
用
に
貢
献
。

■
委
員
会
の
見
解

生
産
か
ら
加
工
・
販
売

ま
で
を
地
域
内
で
完
結
さ

せ
る
仕
組
み
は
、
農
業
の

付
加
価
値
向
上
と
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
。

自
然
と
共
生
す
る
経
営

姿
勢
は
、
本
町
の
ミ
ネ
ラ

ル
栽
培
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
、
農
業
政
策
に
生
か
す

べ
き
で
あ
る
。

２�　
除
雪
体
制
な
ど
の
視

察
（
新
潟
県
津
南
町
）

■
調
査
内
容

今
後
の
除
雪
体
制
の
参

考
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る

新
潟
県
津
南
町
に
お
け
る
、

行
政
と
地
域
が
連
携
し
た

除
雪
・
雪
対
策
の
体
制
に

つ
い
て
調
査
・
視
察
し
た
。

・�
町
道
の
幹
線
・
生
活
道

路
を
対
象
に
、
町
直
営

除
雪
隊
と
業
務
委
託
に

よ
る
除
雪
体
制
。

・�

降
雪
量
や
気
象
情
報
を

基
に
早
朝
か
ら
出
動
判

断
。

・�

重
機
約
30
台
を
保
有
し
、

計
画
的
に
更
新
。

・�

地
域
ご
と
に
「
地
域
除

雪
隊
」
を
編
成
し
、
狭

小
道
路
や
高
齢
者
宅
周

辺
を
支
援
。

・�

克
雪
住
宅
整
備
や
雪
下

ろ
し
安
全
対
策
へ
の
補

助
制
度
を
実
施
。

■
委
員
会
の
見
解

行
政
に
よ
る
直
営
体
制

と
地
域
住
民
の
支
え
合
い

を
組
み
合
わ
せ
た
仕
組
み

は
、
豪
雪
地
帯
に
お
け
る

現
実
的
で
持
続
可
能
な
モ

デ
ル
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
将

来
的
な
担
い
手
確
保
や
地

域
協
力
体
制
の
強
化
に
向

け
、
津
南
町
の
事
例
を
参

考
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

Tファームでの視察の様子

津南町での視察の様子
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「政策提言」に対する町からの回答
令和７年６月議会において５つのテーマに基づく
政策提言書を町に対し申し入れを行いました。

←提言内容はQRコードより確認
できます。（No.170 P16,17）

１．産業のＤＸ促進に向けた調査を	  回 答  �実態調査の必要性や状況を踏まえ検討する。
２．移住定住促進住宅事業の拡大を	  回 答  �これまで進めてきた人材の受け入れや、空き家活用

をさらに拡大していく。

３．保育・教育留学の情報発信強化を	  回 答  �小中学校での教育留学にも移住定住施策と一体に情
報発信を進めていく。

提言１ 越境人材が定着できる環境整備

１．戦略進捗管理体制の確立を	  回 答  �担当課を中心に各事業の進捗、社会課題への対応な
どを協議していく。

２．実務に応じた研修会の開催を	  回 答  �既に行っている講習会もあり、今後も開催していく。

提言２ デジタル戦略推進に向けた体制整備

１．人材確保に向けた取り組みを	  回 答  �保育士養成機関との関係を強化し、就業後でも給与
や職場環境改善を目指す。

２．子育て支援ガイドの改良を	  回 答  �既存のものを活かしつつ、特に就学以降の支援につ
いて担当課とも連携して整理していく。

提言３ 子育て環境充実への取り組み

１．集落支援の範囲拡大を	  回 答  �町内全域を対象としたニーズ調査や、地域行事への
支援など強化を進めている。

２．各地区との連携体制強化を	  回 答  �民生児童委員や、ささえ愛支援会議をはじめ、必要
に応じて自治区長を交えた新たな協議体の設置を検
討していく。

提言４ 新たな集落支援に向けた取り組み

１．大人研幾塾の内容の見直しを	  回 答  �受講者のアイデアを町が支援する提案については、
参加者の自発的な取り組みが前提となる。今後は、
地域団体への支援も含めて検討する。

２．若者コミュニティサポート事業の新設を	  回 答  �補助事業の新設より団体設立に向けた支援が必要。
育成メニューや支援策を検討する。

３．集落支援をテーマとする会議体の設置を	  回 答  �役場内に事業連携推進会議を設置した。集落支援の
在り方や課題解決策を検討する。

提言５ 地域のリーダー育成に向けた取り組み



「議会だよりのご意見番」
広報モニターさんからの提案

今回、広報モニターの皆さんからは、「議会だより」について
たくさんのご意見をいただきました。ありがとうございました。

すぐに反映できるものは取り入れました。
時間が必要なものは広報委員全員で「どうすればできるか」考えていきます。

改善したことについても、またご意見をいただきたいと思います。

【
表
紙
】

〇
新
規
就
農
者
な
ど
の
一
次
産
業
で
頑
張
る

農
家
の
皆
さ
ん
を
取
り
上
げ
て
は
。

〇
目
次
が
も
う
少
し
大
き
く
て
も
と
感
じ
た
。

【
見
開
き
ペ
ー
ジ
】

〇
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
記
事
を
構
成
す

る
時
、
見
出
し
に
帯
を
使
う
、
囲

み
に
す
る
な
ど
写
真
を
含
め
て
一

体
感
を
示
す
レ
イ
ア
ウ
ト
が
必
要

で
す
。

【
常
任
委
員
会
報
告
】

〇
見
出
し
は
、
他
の
字

体
よ
り
も
大
き
く
太

字
に
す
る
と
メ
リ
ハ

リ
が
出
る
。

【
審
議
議
案
と
結
果
】

〇
議
案
と
結
果
の
相
関
関
係
は
、
一
覧
に
ま

と
め
て
理
解
し
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
の
さ
ら
な
る
工
夫
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
意
見
書
に
つ
い
て
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
。
討
論
、
反
対
意
見
は
分
か
り

に
く
い
。

【
一
般
質
問
】

〇
も
う
少
し
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ダ

ウ
ン
す
る
工
夫
を
。

〇「
ひ
と
言
」
欄
は
素
晴
ら
し
い
が
、
写
真
の
取
り

扱
い
が
雑
。
改
善
を
。

〇「
ひ
と
言
」
が
顔
写
真
の
脇
に
吹
き
出
し
風
に
レ

イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
と
、
よ
り
伝
わ
る
。

〇
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
（
双
方
向
）
な
内
容
に
す

る
の
も
よ
い
の
で
は
。
町
民
に
向
け
て
の
質
問

な
ど
。

〇
議
会
だ
よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
欲
し
い
。
ス

マ
ホ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
。

〇
町
の
事
業
に
関
連
す
る
国
や
県
の
法
や
制
度
に

つ
い
て
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
添
付
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
事
業
や
専
門
用
語
を
解
説
し
た
「
豆
知
識
」

的
な
情
報
を
入
れ
て
、
理
解
を
深
め
る
。

〇「
議
会
だ
よ
り
」
に
は
、
深
掘
り
し
た
政
策
の
議

論
を
掲
載
し
て
欲
し
い
。

〇
若
い
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
の
な
ら
、
デ
ザ
イ

ン
の
刷
新
が
必
要
。

〇
大
き
な
テ
ー
マ
を
毎
月
追
っ
て
い
く
よ
う
な

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
町
（
行
政
）

と
は
違
っ
た
、
議
会
や
議
員
の
視
点
か
ら
の
鋭

い
切
り
口
を
望
む
。
例
え
ば
、「
人
口
減
少
」「
農

業
」「
教
育
」「
事
業
継
承
」

　「
観
光
」
な
ど
。

全
体
と
し
て

◎【
表
紙
】
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
が
良
か
っ
た
。

家
族
の
笑
顔
が
素
晴
ら
し
い
。

◎【
こ
こ
が
聞
き
た
い
】
質
疑
項
目
が
分
か
り
や
す

く
、
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

◎【
一
般
質
問
】
質
問
と
答
弁
の
内
容
も
よ
く
ま
と

ま
っ
て
い
る
。「
ひ
と
言
」
は
、
各
議
員
の
意
見

が
要
約
さ
れ
て
い
て
良
い
。
各
議
員
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

◎【
常
任
委
員
会
活
動
報
告
】
各
委
員
会
の
活
動
が

理
解
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。
町
外
へ
の
視
察
研

修
な
ど
の
記
事
も
、
今
後
も
詳
し
く
載
せ
て
下

さ
い
。

◎
表
紙
な
ど
カ
ラ
ー
刷
り
の
部
分
も
あ
り
、
き
れ

い
に
で
き
て
い
る
。

◎
以
前
と
比
較
す
る
と
、
見
や
す
く
、
町
が
抱
え

る
課
題
が
分
か
り
や
す
く
、
工
夫
を
感
じ
る
。

◎
議
員
と
町
当
局
の
質
疑
応
答
が
要
点
を
整
理
し
、

理
解
し
や
す
い
構
成
と

　
な
っ
て
い
る
。

お
褒
め
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た

議会紹介
動画が
できました！

議会の合間などに、ケーブルテ
レビで放映します。ぜひご覧下
さい。
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「議会だよりのご意見番」
広報モニターさんからの提案

今回、広報モニターの皆さんからは、「議会だより」について
たくさんのご意見をいただきました。ありがとうございました。

すぐに反映できるものは取り入れました。
時間が必要なものは広報委員全員で「どうすればできるか」考えていきます。

改善したことについても、またご意見をいただきたいと思います。

【
表
紙
】

〇
新
規
就
農
者
な
ど
の
一
次
産
業
で
頑
張
る

農
家
の
皆
さ
ん
を
取
り
上
げ
て
は
。

〇
目
次
が
も
う
少
し
大
き
く
て
も
と
感
じ
た
。

【
見
開
き
ペ
ー
ジ
】

〇
見
開
き
ペ
ー
ジ
で
記
事
を
構
成
す

る
時
、
見
出
し
に
帯
を
使
う
、
囲

み
に
す
る
な
ど
写
真
を
含
め
て
一

体
感
を
示
す
レ
イ
ア
ウ
ト
が
必
要

で
す
。

【
常
任
委
員
会
報
告
】

〇
見
出
し
は
、
他
の
字

体
よ
り
も
大
き
く
太

字
に
す
る
と
メ
リ
ハ

リ
が
出
る
。

【
審
議
議
案
と
結
果
】

〇
議
案
と
結
果
の
相
関
関
係
は
、
一
覧
に
ま

と
め
て
理
解
し
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
の
さ
ら
な
る
工
夫
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
意
見
書
に
つ
い
て
、
内
容
が
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
。
討
論
、
反
対
意
見
は
分
か
り

に
く
い
。

【
一
般
質
問
】

〇
も
う
少
し
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ダ

ウ
ン
す
る
工
夫
を
。

〇「
ひ
と
言
」
欄
は
素
晴
ら
し
い
が
、
写
真
の
取
り

扱
い
が
雑
。
改
善
を
。

〇「
ひ
と
言
」
が
顔
写
真
の
脇
に
吹
き
出
し
風
に
レ

イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
と
、
よ
り
伝
わ
る
。

〇
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
（
双
方
向
）
な
内
容
に
す

る
の
も
よ
い
の
で
は
。
町
民
に
向
け
て
の
質
問

な
ど
。

〇
議
会
だ
よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
欲
し
い
。
ス

マ
ホ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
。

〇
町
の
事
業
に
関
連
す
る
国
や
県
の
法
や
制
度
に

つ
い
て
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
添
付
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
事
業
や
専
門
用
語
を
解
説
し
た
「
豆
知
識
」

的
な
情
報
を
入
れ
て
、
理
解
を
深
め
る
。

〇「
議
会
だ
よ
り
」
に
は
、
深
掘
り
し
た
政
策
の
議

論
を
掲
載
し
て
欲
し
い
。

〇
若
い
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
の
な
ら
、
デ
ザ
イ

ン
の
刷
新
が
必
要
。

〇
大
き
な
テ
ー
マ
を
毎
月
追
っ
て
い
く
よ
う
な

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
町
（
行
政
）

と
は
違
っ
た
、
議
会
や
議
員
の
視
点
か
ら
の
鋭

い
切
り
口
を
望
む
。
例
え
ば
、「
人
口
減
少
」「
農

業
」「
教
育
」「
事
業
継
承
」

　「
観
光
」
な
ど
。

全
体
と
し
て

◎【
表
紙
】
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
が
良
か
っ
た
。

家
族
の
笑
顔
が
素
晴
ら
し
い
。

◎【
こ
こ
が
聞
き
た
い
】
質
疑
項
目
が
分
か
り
や
す

く
、
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

◎【
一
般
質
問
】
質
問
と
答
弁
の
内
容
も
よ
く
ま
と

ま
っ
て
い
る
。「
ひ
と
言
」
は
、
各
議
員
の
意
見

が
要
約
さ
れ
て
い
て
良
い
。
各
議
員
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

◎【
常
任
委
員
会
活
動
報
告
】
各
委
員
会
の
活
動
が

理
解
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。
町
外
へ
の
視
察
研

修
な
ど
の
記
事
も
、
今
後
も
詳
し
く
載
せ
て
下

さ
い
。

◎
表
紙
な
ど
カ
ラ
ー
刷
り
の
部
分
も
あ
り
、
き
れ

い
に
で
き
て
い
る
。

◎
以
前
と
比
較
す
る
と
、
見
や
す
く
、
町
が
抱
え

る
課
題
が
分
か
り
や
す
く
、
工
夫
を
感
じ
る
。

◎
議
員
と
町
当
局
の
質
疑
応
答
が
要
点
を
整
理
し
、

理
解
し
や
す
い
構
成
と

　
な
っ
て
い
る
。

お
褒
め
の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た

議会紹介
動画が
できました！

議会の合間などに、ケーブルテ
レビで放映します。ぜひご覧下
さい。
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No.
172

に
し
あ
い
づ
議
会
だ
よ
り

発
行
　
福
島
県
西
会
津
町
議
会

〒
９
６
９
―
４
４
９
５
　
福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町
野
沢

字
下
小
屋
上
乙
３
３
０
８
　  
☎
０
２
４
１（
４
５
）４
５
３
７

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

e-m
ail g

ikai@
tow

n.nishiaizu.fukushim
a.jp

編
集
委
員（
広
報
分
科
会
）

分
科
会
長　

小
林　

雅
弘

副
分
科
会
長　

荒
海　

正
人

委　
　

員　

上
野
恵
美
子

委　
　

員　

長
谷
川　

正

委　
　

員　

仲
川　

久
人

委　
　

員　

渡
部
佳
菜
子

新
し
い
年
を
迎
え
、
冷
た

い
空
気
の
中
で
、
日
々
の
暮

ら
し
が
ま
た
動
き
始
め
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
営

み
が
、
町
の
暮
ら
し
を
支
え

る
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。

議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に

向
け
た
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

本
号
が
、
身
近
な
町
政
を

感
じ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
西
会
津
を
共
に

考
え
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。�

（
渡
部
）

編

集

後

記

この人にインタビュー

―家族の時間の過ごし方は―
奥川で農家をやっているので春から秋に
かけては、早朝から夜まで作業が続き、な
かなか家族との時間を取ることができませ
ん。たまに休日が取れた時には、できるだ
け家族と一緒に過ごすようにしています。
買い物に出かけたり、ゲームセンターに遊
びに行ったりと、何気ない時間を大切にし
ています。
―家族円満の秘訣は―
夫婦それぞれに「ゆとり」を持つことが
大切だと思います。仕事や子育てばかりに
追われず、個人の時間をある程度確保し、
自分がやりたいことに向き合うことで心に
余裕が生まれると思います。その余裕が、
夫婦同士や子どもに対しても自然と優しく、
寛容に接することにつながっているのだと
思います。

―これから家族でやってみたいことは―
子どもたちがもう少し大きくなったら、家
族みんなで稲刈りをしてみたいです。田んぼ
や畑での体験を通して、西会津暮らしを感
じながら育ってほしいです。西会津で暮らし
ているからこそ、地域で遊ぶことや自然と触
れ合うことが特別ではなく、当たり前のこと
としてできる環境を大切にして欲しいです。

表紙で取り上げた坂井康司さんご家族（森野）に
「家族」をテーマにインタビューさせていただきました。

旅行先での家族写真

議
会
の
動
き

武
藤
道
廣
議
員
が
令
和

7
年
６
月
30
日
付
け
で
議

員
在
職
期
間
30
年
と
な
り
、

永
年
勤
続
特
別
功
労
者
と

し
て
町
議
会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

武
藤
道
廣
議
員
に
永
年

武
藤
道
廣
議
員
に
永
年

勤
続
特
別
功
労
者
表
彰

勤
続
特
別
功
労
者
表
彰

武
藤
議
員
は
、
平
成
７

年
に
当
選
し
て
以
降
、
長

年
に
わ
た
り
議
員
と
し
て

町
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功

績
を
称
え
、
武
藤
議
員
に

は
町
議
会
議
員
表
彰
要
綱

に
も
と
づ
き
、
表
彰
状
と

肖
像
画
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。


